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第4回総会

2025年7月22日

石塚化学産業株式会社



本日のアジェンダ

１．当社のご紹介

２．リサイクル機能のご紹介

３．リサイクルコンパウンド事例のご紹介

４．リサイクルコンパウンド開発事例のご紹介
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当社歴史と会社紹介
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当社のリサイクル循環フロー
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当社のリサイクル処理フロー
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当社のリサイクルコンパウンド製品事例

 クローズド リサイクル
⇒ ・自動車向けバンパーリサイクル（バンパー→アンダーカバー）

・樹脂梱包袋リサイクル。

・家電リサイクルから出るリサイクル原料の高付加価値化による

用途開発。（リサイクルPP＋難燃処方、リサイクルPP＋フィラー 等）

・育苗箱リサイクル

・異形押出PET リサイクル 等

自動車バンパーリサイクル
フィルム・シートリサイクル

育苗箱リサイクル
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当社のリサイクルコンパウンド製品事例

自動車 建築 オフィス家具 家電

【求められる技術】
供給安定性
 物性安定性
成型時の伸び

座屈強度、
安全性（強度）

外観性、
安全性（強度）

耐候性、
安全性（強度）

家電

供給安定性、耐衝撃性

家電

外観性、物性安定性

文具 文具

外観性（調色力）、安全性 物性安定性
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当社のリサイクルコンパウンド開発事例

リサイクルプラスチックの課題への挑戦
① 循環資源調達先の変化 （異物・汚れ・臭気等）

ＰＩＲ品の減少、ＰＣＲ品の増加

② 循環資源の輸出が多い （供給量の拡大）
マテリアルリサイクル材の内、約73％が輸出

③ 自動車向けリサイクルプラスチック原料の供給 （安定供給）
欧州ＥＬＶ規則案への対応、自動車向けに新たに24万トン必要

④ リサイクルプラスチック材の化学物質管理 （安心・安全）

世界的なリサイクル材への安全性の高まり

  ⑤ 循環経済に必要な資源循環産業 （社会受容の浸透）
   循環経済が国家戦略となり、リサイクル材の必要性が高まる

⑥ リサイクルコンパウンダーの果たす役割 （品質の高度化）
高品質リサイクルコンパウンド原料の供給
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プラスチックのマテリアルフロー図(2024年）要約

再生樹脂
投入量
40万ｔ

974万ｔ

国
内
使
用
量

使用済み製
品排出量
759万ｔ

生産・加工
ロス排出量
64万ｔ

廃
プ
ラ
総
排
出
量

823万ｔ
産業系廃
棄物
399万ｔ

一般系廃
棄物
424万ｔ

樹脂
生産量
951万ｔ

マテリアル
リサイクル180
万ｔ

ケミカル
リサイクル28
万ｔ

サーマル
リサイクル
510万ｔ

未利用
107万ｔ

輸出分131万トンとPETからの繊維再利用分7万トン・他を引いた数量

出典：（一）プラスチック循環利用協会
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当社のリサイクルコンパウンド開発事例

自動車用リサイクルＰＰ原料の開発経緯

第三期SIP（内閣府省庁横断による戦略的イノベーション創造プログラム）
『サーキュラーエコノミーシステムの構築』において自動車産業の欧州ELV規則案
への対応が喫緊の課題とされる
本事業の新規メンバーとして2023年10月～参画した

当社の開発目標
「品質グレード別（パーツ別、品位別）のリサイクルコンパウンド原料の開発」
・先ず技術開発の特化しPCR基材を活用したコンパウンド原料の見通しを得る

OEM、Tier１様の要求事項
・リサイクルPP比率50％以上
・物性値（JAMAにて公開）VPPと同等



げ
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当社のリサイクルコンパウンド開発事例

高品質グレードの開発

良質な基材の確保（排出元とのパートナー作りと共創）

 ・異物、汚れの抑制（回収製品、購入基材の受入検査）
 ・PCRで発生しやすいバラツキの抑制
 ・均質化の徹底（造粒事前事後の大ロットタンブリング）
 ・品質管理による最終確認（造粒後の原料物性他検査）

 
 配合設計力（供給先とのパートナー作りと共創）
 ・これまでに蓄積した配合設計に関するノウハウの活用
・ 配合設計による予測と測定結果を繰り返し蓄積

 今後の課題（安心、安全な基材の更なる拡大）
 ・トレーサビリティー
 ・化学物質管理
 ・回収システム
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